
【取り組む際に生じた課題】
• 品質の高い商品の供給と輸出農場認定の取得
• 輸出及び現地市場動向に関する情報不足

【ウェブサイト】 http://www.nasufarm.com/  

【対応の結果】
• 輸出品を通して、会社の知名度、ブランドの価値が向上し、国内での高評価にも
繋がっている。

• 輸出を通して、食品にまつわる、グローバルな情報収集ができる。それらを自社
の展開に活用している。

 HACCPシステムを国内の農場でいち早く導入。
 商談会や見本市へ意欲的に参加・出展及び現地百貨店での試食販売。
 熊本県ではじめて鶏卵の香港への直接貿易での輸出。（国際産直）

輸出量(ｔ) 出荷時期

平成29年度 ５．４

通年平成28年度※ ２．０

平成27年度 ４．２

鶏卵

【主な品目】

香港

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 国際産直による鮮度の高い卵を通じて、日本の食文化である”卵の生食”の普及
を目指し、併せて香港市場への浸透を図る。

【生じた課題への対応】
• HACCPシステムを国内の農場でもいち早く導入。
（HACCP推進農場認定、鶏卵GPセンターHACCP 認証取得）

• 熊本県とジェトロによる連携支援。ジェトロ香港から現地市場動向、ジェトロ熊本
から貿易実務や取引上の重要事項に関する情報収集。県主催の香港ミッション
で、県知事が現地百貨店幹部に対して県産鶏卵のトップセールスを実施。

• 数多くの商談会や見本市に意欲的に参加・出展。

【連絡先】 担当者名：那須 修一、ＴＥＬ：0964-32-2796 

【活用した支援・施策】平成23年度九州食品輸出商談会、海外ミニ調査サービス、海外ブリーフィング

（平成２４年度から輸出開始）

熊本県 （有）那須ファーム
『鶏卵「熊本の光」を香港へ』

畜産物

【効果があった取組】
数多く現地でのプロモーションを行うこと
で、関係者等との信頼関係を構築した。

現地百貨店での
試食販売の様子

同社の商品

※平成28年度は、熊本県内で発生した鳥インフルエ
ンザの影響のため輸出量減少


